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論文内容要旨
 歯垢のsuspensionは,ブドウ糖を分解して乳酸を作ると同時に,乳酸を揮発性酸にする能力
 も持っている(Muntz,1943)。初期ウ蝕の発生に酸,特に乳酸,が大きな役割を演じている事
 から,乳酸をacetoinやethanoiの様な揮発物や,酢酸,プロピオン酸等の様な揮発性弱酸に
 変えてしまうことは,その歯垢のcariogenicityの減少を意味する,と考えられる(Mikxet
 a1、,1972;Geddes,1972and1975)。
 そこで,好気的な歯垢常在菌であり,殊にinitialplaqueによく見られ,自らも砂糖から多
 糖体合成を行ってplaque形成のできる菌種の一つ,Neisseriaに注目し,その中から乳酸分解能
 力を持つものを拾い出し,その乳酸分解経路の解明を試みた。実験に使用したplaque形成性.
 NeisseriaNe-15株は,ヒトのinitialplaqueから分離されたもので,Dr.Bowdenが英
 国の子供達の歯垢から通常よく分離されるsaccぬarolytlcNeisseriaと同類であることを確か
 めている。
 この菌は,乳酸を好気的に分解し,主に酢酸と炭酸ガスにする。乳酸分解1モル当り、約。.8
 モルの酢酸産生があり,その時,約1モルづつの炭酸ガス放出,酸素吸収がみられる。しかし分
 解物と.しては,ethanol,methano1,acetoin,propionateやformateなどは認められなかっ
 た。このNe-15と,実験ウ蝕の病原菌であるstreptococcusmutansPK1株との混合代謝量
 験を行うと,Strep・mutansがglucoseから作る乳酸を分解してしまう。
 Ne-15の乳酸分解経路として,乳酸の一部は1actateoxidaseによって直接酸化をうけ,酢
 酸になるが,多くの乳酸は,NAD-indepe血dentlactatedehydrogenseによってピルビン酸
 に変えられる。このLDHは,Ne-15の細胞中にあるcytochromecと共役し,e!ectronを
 02に移す。ピルビン酸からは,主にacetyi-CoAを経て,酢酸になる。この時ATP産生を行
 ってエネルギーを得ていると考えられる。一部のピルビン酸は,pyruvatecarboxylaseの作
 用をうけてGO2固定をされ,oxaloacetateになるか,又はoxaloacetate存在下でacetyt
 -OoAを経てTOAcycleに入る。酢酸もoxaloacetate存在下でTGAcycleに入りうる。
 このTeAcycleは,そこで代謝される物質量が余り多くないことから考えて,この菌にとって
 は,エネルギー産生のための経路というよりむしろ,物質合成に役立っているらしく,この経
 路によって,乳酸の一部はアミノ酸合成を通してcellcomponentsの素材として利用される。
 それ故,この合成はNH3の添加で増量する。
 こういつた乳酸分解経路を持つNe-15の様な菌の存在は歯垢中で乳酸を分解して,揮発性弱
 酸の酢酸に変えるので,ウ蝕の初期発生や,その進行防止に意義がある,と思われる。
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 審査結果の要旨
 本論文LactateDegradationbyaStrainofNeisseriaIsolatedfromDental.Pl-
 aqueは,歯苔に広く常在しているNeisseria菌が乳酸を分解する経路を詳細に解析したもので
 ある。
 元来虫歯や歯槽膿漏は特定の微生物によって起るものではなく,それぞれの部位にある微生物集
 落全体の生態学的な性質がそれぞれの発症に大きな意味を持つのである。しかるに従来は,例え
 ば虫歯については直接歯質をattackする乳酸生成菌のみに注意が集中されていた。しかし実際
 の歯苔の中には意外な程大きな乳酸分解能が認められる。従って虫歯の生成には歯苔中の乳酸生
 成菌と乳酸分解菌のバランスこそが重要な意味をもつ筈である。本論文で扱っているNeisser-
 iaは歯苔の乳酸分解能の大きな一翼を担っていると思われる故に,その乳酸分解の経路を明ら
 かにすることは虫歯の病因論の基礎となる歯苔の生態学的解析にとって基本的に重要な課題の一
 つである。その意味でこの研究は丹念にこの菌の乳酸分解経路を解析して略その全貌を明らかに
 したが,このように詳細に代謝経路が明らかにされた[コ腔内微生物は未だ甚だ稀有である。
 本論文によるとその主要な乳酸分解経路はNADindependentな乳酸脱水素酵素によりピルビ
 ン酸を経て酸化的脱炭酸を行い,酢酸になる路であり,おそらくこの菌のエネルギー生産の大部
 分はここにおいて行われていると思われる。しかしこの菌はTGAサイクルも確かに持っている
 が,普通はこれが充分にエネルギー生産系としては働らかず,むしろアミノ酸などの合成系とし
 て役立っているらしい。この他,この菌には。乳酸がピルビン酸を経ないで直接酸化的に酢酸に
 至る経路の存在することを,この研究では苦心していろいろな方面から証明している。
 以上の代謝様式は一般に生物がホモ発酵の代謝系から,チトクロムをもつ電子伝達系とTGA
 サイクルの完備により極めて効率よくエネルギー生産を行うものに次第に進化していく中間段階
 の代謝様式の一つを具体的に示したもので,生物学的にも大変興味深い。しかし,また本研究は
 う蝕誘発性のStreptococcusmutansとこの菌を混合培養することによりStreptococcus
 mutansのつくる乳酸をこの菌がどんどん分解することを具体的に示して,本菌が歯苔中で示す
 であろう抗ウ蝕作用を強く示唆したことは臨床歯科医学の点からも強く注目されるであろう。勿論
 この菌が実際の歯苔中でどの程度に大きな役割を演じ得るかという問題の解析は,例えば本論文
 で示されたこの菌の代謝が,実際にどのような要因で如何に調節されるかというような研究のう
 えに積み上げられてゆかねばならない。しかしこの論文は,今後期待されるそのような研究,つ
 まり歯苔微生物の生態学的な解析の第一歩を堅実に固めたものとして高く評価される。
 よって,本論文は充分学位授与に値するものと認める。
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